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浦添市立浦添中学校教諭 福 地 公 代 

1  テーマ設定の 理由 

平成元年 3 月 15 日に中学校学習指導要領の 改訂が行われ ，平成 5 年度から実施することになって 

いろ。 今回の改訂は ，社会の変化に 自ら対応できる 心豊かな人間の 育成を目指している。 

国語科においては ，言語の教育としての 立場を一層重視し ，国語に対する 関心を高め，国語を 尊 

重 する態度を育てるようにする 観点から，音声言語と 文字言語にかかわる 内容について 発達段階に 

応じた基礎的・ 基本的な事項を 取り上げて 構 似するなどの 改善を図り，その 一層の充実を 期して ぃ 

る 。 

つまり，情報化社会といわれる 社会の変化に 対応するため ，目的や意図に 応じて適切に 表現する 

力や相手の立場や 考えを的確に 理解する力をつけることが 重視されているのだと 思 う " その能力を 

高めるために「自ら 学ぶ意欲のあ る生徒」の育成が 教育に求められているのではないだろうか。 

また，本校の 教育目標は「心身ともに 健康な生徒」「自らよく 考えて学ぶ生徒」「明るく 思いや 

りのあ る生徒」「すすんで 働き ， 粘り強くがんばる 生徒」となっている。 「自らよく考えて 学ぶ 生 

徒 」に焦点をあ てて国語科教育の 面から研究してみたい。 

  ところが，日頃 の教育活動を 振りかえってみると ，問題が山積している。 実態をあ げてみると， 
  

0  聞かれたことは ，答えるが，生徒からの 発問はほとんどない。 

0  発言する場面があ っても，発言できない。 

0  指示されたことはやるが ，それ以上はやらない。 

静かで落ち着いた 学習の場ではあ るが，生き生きと 活動しているとはいいがたい。 

このことは，教師主体の 授業展開であ るための弊害だと 思われる。 そこから脱却する 方法として 

0  生徒自らが課題を 発見し，課題解決に 取り組むような 手だてを工夫する。 

0  自分の考えを 自信を持って 発言できるような 手だてを工夫する。 

以上のことを 踏まえて，古典学習の 中で音読を重視した 授業をやってみようと 考えた。 古文を取 

り 上げる理由として 

0  入門 期 ということもあ り。 出発   占が 同じであ る。 

0  読めることが 成就感にっながりやすいのでは。 

0  ど 乙でどうつまずいているかがわかりやすく 個別指導がしやすい " 

0  古文の持つ独特のリズムや 美しい 手 きなども，生徒が 興味・関心を 持ってくれるだろう。 
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以上のような 理由から音読を 重視した授業の 工夫をしたいと 考え ，本 テーマを設定した " 

Ⅱ 研究 仮梯 

0  古文の学習過程において ，生徒自らが 課題を発見し ，問題解決するための 過程を組織する 

ことによって・ 主体的な学び 手が育つであ ろう。 

0  音読指導を通して ，確実に読めるよ う になり，古文の 持っ独特のリズムや 深い味わいなど   

に生徒が興味・ 関心を持ち，その 結果，主体的に 学習に取り組むであ ろう。 

皿 研究内容 

主体的な学び 手が育つ授業を 目指して研究に 取り組むわけだが ，そのためには ，いくつかの 条件       
があ ると思 う 。 まず，学習意欲を 支えるものとして ，五つの項目が 挙げられる。 

[ 主体性 ] 「自分はこう 思   う 」「自分の考えはこうだ」と 言う自分の主張を 持っ主体性 

[ 集中力 ] 学習の中でぶつかる 多くの困難に 対して，自力で 解決しようとする 集中力 

[ 持続力 ] 学習の困難さを 乗り越え，さらに 学習を続けていこ う とする持続力 

[ 同上 心 ]  「自分の 力 でやってみよう」「もっとよい 方法がないだろうか」と 思 っ 向上心 

[ 自 信 ]  「やればできる」 l 自分の力でやり 遂げられる」という 自信。 

「個を生かす 教育の実践 上」全国教育研究所連盟 

つまり，生徒が ，主体的に学習活動を 展開していく 過程の中で，ひとりひとりの 存在価値，ひと 

りひとりの個性が 尊重され，それを 生徒自身が自覚した 時，学習意欲は 高まっていくのではないだ 

ろうか。 

「 学習過程の工夫 

㈲ 導入の工夫 

これから取り 組む授業への 興味・関心を 引き起こすことは ，そのことにより 知的好奇心を 刺 

激し，学習意欲を 高めていくものと 考えられる。 

生徒が教材のどの 部分に興味をもち ，どの方向に 興味を発展させていくのかを 十分探り，予 

想して効果的な 導入を図りたい " 

①親近感，②新鮮性，③矛盾 性 ，の価値性，⑤必要性，⑥楽しさ ，などが興味をおこさせる 

条件としてあ げられる。 

たとえば，読みもの 資料，視聴覚教材 ( 録音テープ，ビデオテープなど ) を利用したり ，． 教 

辞書にのみとらわれる 事なく，広く ，生徒が実際体験していることを 具体何として 提供するこ 

とも効果があ がると思 う 。 

(2) 授業の中で何を 学ぶかがわかる。 

興味・関心を 大切にしながら ，学習課題を 設定し，それを 追求し，解決していく。 

学習課題の定義 

教材の価値と 生徒のものの 見方，考え方，感じ 方をしっかりと 結びつける働きをするもので 

あ る。 そしてそれは ， 

① 学習課題は学習や 指導の目標とほぼ 同じ ( 表と衷 ) 
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② 学習課題は学び 方・学習方法と 同じで，教材によって 異なることはなくいつも 同じもので 

あ る。 

③ 自分が深く考えてみようとする 切実な問題，自分が 自分に課した 問題・問題をもとに 解明 

すべき対象を 明確に定めたものであ る。 

以上のような 三つの考え方があ る。 私としては，一番目の 立場をとってすすめていきたい。 

学習課題を生み 出すまでの方法 

① 生徒の反応を 予想して，教師が 作る。 

② 教師と生徒が 共同でつくる。 

③ 教師の指導のもとに 生徒自身がつくる。 

たくさんの研究者や 先達の教師が 実践してきた 報告をみても 目指すのは③だが ，①・②も教材 

や ねら か とするもの，生徒の 状況に応じて 適する方法を 自由に選んだ 方がいいとされている。 

理想としては ，生徒たち自身が 中心課題になり ぅる 学習課題を発見し ，追求していくことが 重 

要 であ る。 実際の授業の 中では，それのみにこだわっていくとかえって 学習課題というものはむ 

つかしい，時間がかかって 大変だと 9 、 わ ・せてしまうのではないか。 それなら ぱ 学習課題づくりは 

教材ごとに方法を 変えてもいいのではないだろうか。 

学習課題を中心とする 授業 

① 生徒たちの疑問や 感想を大切にするので 学習意欲を促す こ とができるだろう。 

② 自分で解決しようとするので ，学習方法を 身につけることができるだろう。 

⑧ 生徒たちの問題意識を 育て。 学習課題を発見する 能力を育てることができるだろう。 

授業に取り組む 意欲と課題意識をしっかりもたせ ，学習していることがらがどんな 意味や価値 

を持つか，あ るいは学習の 流れの中でどんな 位置にあ るかが意識され ，どんな方法でその 課題に 

取り組めばよいかがわかる。 

生徒の側からだけでも 乙のように 利右 が挙げられる。 教師の側からもなにをねらって 授業を組 

むかということが 明らかになるし ，授業の流れもつかみやすくなると 思う。 

よって，生徒をより 主体的に授業に 取りくませるために 学習課題を授業の 中に積極的に 取り上 

げていきたい。 

(3) 音読 

音読の効果 

① 声を出して音読したり ，読み方の工夫をするので 学習が楽しくなる。 

②教科書の文章を 音声化することにより ，正しく美しい 日本語が自然に 身につく。 

③ 音読の速さは ，黙読の速さにもつながる。 

④ 音読指導が定着したら ，子どもたちは 話し言葉や書き 言葉にも気をつけるようになる。 

⑥ 子どもたちに 集中力がつき ，学習意欲はもちろん 生活意欲もでてくる。 

⑥教材を音声化することにより ，イメージもふくらみ ，一問一答式の 国語学習よりはるかに 

内容理解が容易になる。 

「授業を変える 音読のすすめ」八戸音読研究の 会 

主 館 秀之助 編書 
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音読から朗読へ 

最初から音読することを 頭に入れて読み 始めると，理解・ 表現の領域を 区別せず，読み 方を 

決めるために 文章を検討していく " 

自分がど う 音声化するかが 問題であ るから，文の 内容も自分の 問題になると 思う。 

だから，積極的にならざるを 得ない。 どこにポイントを 置くか，セリフと 地の文は。 どう読 

むか，強弱はどうつけるか ，アクセントは ，と 文の分析を積極的に 行うだろう。 そ 乙には・ 内 

容の読み取りも 必献 的に必要になってくる。 わからない語句を 調べる姿も出てくるだろう。 

そして，充分に 練習をし，発表したいと 思える頃 発表の場をもうける。 表現活動において 発 

表の場の重要性はいまさら 言うまでもないが ，表現活動は 発表させることにより ，自己評価を 

し，他の人の 発表を聞き ， 聞く活動もできる。 そしてさらに ，改善するヒントにもなる " なに 

より， ニ やった 団 という成就感を 持てる。 それがより生徒を 主体的な学習へと 導いていくので 

はないだろうか " 

音声言語の学習においては ，発音・アクセント ，イント不一ション ，速度，音量，言葉の 調 

子 ，間のとりかた ，言葉の使い 方などの技術指導ももちろん 大切であ ろうが，なにより。 F や 

ればできる コと 思い ， p やってみよう コと 意欲を持って ， 伸び伸びと活動させることを 目標に 

取り組む方がいい 効果をあ げられると 思う 。 

指導の実際 

机間 巡視をしていてこ 乙だと 9 、 うところで個別に 学習の進め方を 指導していくのだが ，生徒 

の出すサインを 注意深く読み 取る事が必要になる。 

① 姿勢が悪い。 - す どういう姿勢をとればいいのかわからない " 
② 句読点を意識していない   区切り方がおかしい。 つまずいている。 
③ 間違った読みをしている 一づ自分でこうだと 思、 い 込みをしている。 

① 読めない字があ る 一づ読めない 字はど う すればい い のかわからない。 

⑥ 間違いはないが 棒読み 一ト 内容を読み取っていない。 

⑥ 発音が 陵昧 一十 ロ がほぐれていない。 

①にたいしては ，座ったままで 足を軽く開いて ，背筋を伸ばす " 本はかならず 両手で持つ。 とい 

うアドバイスをする。 

②にたいしては ，原則として 句読点は区切って 読むことを指示して ，意味のつながりを 考えたり， 

呼吸のしやすいところで 切る こ とを指導する。 あ る本によると 5, 7 のリズム， 12 音で区切る 

と 呼吸も楽に ， 聞いている人にも 心地快く 轄 くということが 書かれていて 興味深かった。 

③にたいしては ，よく読む こ とを指導する。 えてして乙の 間違いをする 生徒は文章をよく 見てい 

ない。 そして自分ではなかなかその 間違いに気づかない。 読み間違いを 指摘してあ げて，その 

時は読むと こ ろを指でなぞりながら 読み進めて い く指導をする。 

①にたいしては ，文字の調べ 方を指導していく。 辞典の携帯の 勧めにもなる。 

⑥にたいしては ，一 話 一話はっきり 読むことを指導していく。 文節に区切って 読む こ とや，情景 

を 思い浮かべながら 読むことを指導する。 

⑥にたいしては ，意識的に早口言葉や 母音の口形をさせてみる。 
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要らないが，学習活動を 個別の生徒に 保障するという 意味で考えるなら ，調べ学習をしたり ， 

問題解決に取り 組んだりする ，一人でする 学習の活動場面があ げられるだろう。 

0  グループ学習                   学級が 小 グループに分けられ ，学習活動が ，グループ成員の 相互連帯・ 

相 互責任のもとで・ 共同して進められる。 生徒は自分の 学習を進めながら ，仲間に働きかけ 

援助活動もする。 そのなかから。 自主。 共同の学習規律も 育っていくものと 思われる。 教授 

法上は，問答や 論争，自主的問題解決の 場合に多く用いられる。 

問題点としては ，グループでの 活動に見通しを 与える指導を 欠くと，外面的な 活発さにと 

どまることが 多い。 

0  一斉学習………授業での 学習活動の基本形態と 考えられる。 学級の子供が 教師により一括 

して指導される。 教授法上は，教師の 講義や説明を 聞く場合や教師と 子供相互に問答・ 論争 

する場合があ る。 

主体的に学ぶ 生徒ということで ，考えると個を 活かした授業の 工夫とは，一つに 絞って 

考えられるものではない。 一人一人に学習を 成立させる最適な 方法があ って，その形態を 

とれば，解決できるものではないからであ る。 授業形態の側面からかえ ぱ ，一人一人の 

生徒に主体的な 学習を成立させるということは ，一斉学習でもバループ 学習でもどこでも 意 

図 されなければならない。 さら (c つけくわえれば ，一斉，グループ ，・個別の三つの 形態を授 

業展開の中で 適切に交互転換することによって 表現されることなのであ る。 一斉指導 二 共通 

指導と押さえて ，画一的指導方法にならないように 考慮する。 個人差を考慮した 授業形態を 

意識じて授業を 構築すれば，一斉，バループ ，個別けずれにおいても 個性を尊重した ， 目指 

す 生徒像の実現ができるのではないだろうか。 

個別学習における 学習の内面化，バループ 学習における 1 + 1 二 3 にも 4 にもなりうる 可 

龍佳，一斉学習における 質の高い学習そのどれもが 生徒の主体的学習への 取り組みの可能性 

を示唆している。 

学習の目標やそこでなにをねらうかによって・ 同一教材でも 授業形態を変える 工夫が望ま 

しい " 生徒の事双のアンケートの 集計結果の中にもやっていて 楽しいのはバループ 学習だが， 

(33 人中 23 人 ) , しかし，授業内容を 理解しやすい 状態はという 問いには，半数以上 (33 人 

中㎎ 人 ) の生徒が先生がまとめてくれる 一斉を選んでいる。 苦労してグループでまとのたり   

  個人で考えてまとめていくより ，教師が効率よくまとめていく 方がいいと答える 傾 向にあ る 

ことはいな ぬ なり。 しかし，やりがいや   楽しさ， 力 になるのは，グループ 学習であ り，個人 

学習であ ると考えているようでもあ る。 教師が，バループ 学習の進め方，個人学習の 進め方 

に適切なアドバイスをしていけば ，生徒のやりがいと 理解を結びつけてより 主体的に 閲 わる 

授業になるのではないだろうか。 

(5 Ⅰ 評価 

教授・学習活動のすべての 過程で，学習者の 状況，経験を 知り，学習目標の 設定や指導方法 

の工夫，教育条件の 改善などに役立てるための 資料を得るための 活動。 

評価を取り入れる 利占 としては，ここが ，弱いと自分でわかって ，さらに学習に 改善が加え 

られる。 自分で学習の 進み具合いがチェックできる 点であ るといえるだろう。 
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そして，なにより 学 W 者が白 分 の 竿 召を振り返って ， 次の学 召 でどうすべきか 意欲につ ほ げ   

ることが大切であ る。 

学習の導入時には ，それまでの 経験や知識を 知る機会としての 評価。 ここで は ，質問紙法 

( あ らかじめ用意した 質問に文字を 使って答える ) や ，面接 法 ( 人 と人が直接向いあ って言語 

によって意志疎通をはかり 評価する ) などが有効であ ろう。 

学習の途中においては ，生徒たちの 言動を観察していて ，なにがつまずきの 原因か，どう 進 

めれぱいいのかなど ，次の学習へつながるような 評価法が望ましい。 チェックリスト 法 ( 観 

察による評価法 ) , 形成評価法 (.m 業 中に行う能力形成，態度形成のための 評価 ) がふさわし 

いのではないだらつか。 

教師はっ ね に，自分の指導を 反省する姿勢を 持っことも必要であ る " 評価において ，教師と 

学習者，学習者相互のフィードバックにより 効果をあ げると思われる・ 

かつて自分も 学習者であ った こ とを思い出して ，学習者を理解し ， 励まし，さらにアドバイ 

ス をし，認めてあ げることも評価の 大切な側面であ る。 

最後に授業のまとめとして ，生徒の達成度や 満足度 モ 確認することも 重要であ ろう。 ここで 

は ，客観テスト 法 ，ノート や ワークの活用，作文などによる 観察が効果的であ ろう。 

評価と言うと ，生徒個人のものという 意味にとりがちであ るが，個人の 評価だけにとどまら 

ず ，評価を通して ，教師の指導の 適切性，学級の 集団としての 関わりも見えていく こ とが望ま 

しい。 最終的には，生徒が 自分はどのような 力が不足し，どのような 勉強をすればよいのかと 

いうととろまでもっていくと ，さらに，次元の 高い学習へとつながっていくだろう。 そこに主 

体的に自ら学ぶ 姿が育っていくのではないだろうか。 

2  古典教材をどう 捉えるか 

Ⅲ 学習指導要領における 古典 

「古典の指導については ，古典としての 古文や漢文を 理解する基礎を 養い古典に親しむ 態度 

を 育てるとともに ，我が国の文化や 伝統について 関心を深めるようにすること。 ( 中略 ) なお， 

指導にあ たっては，音読などを 通して文章の 内容や優れた 表現を味わう こ とができるようにす 

る 。 」 

以上の乙とが ，今回の学習指導要領改訂でしめされている。 また，音読，朗読， 暗 唱などの 

音声化による 学習活動を重視した 指導は，古典指導の 基本的事項として 実効をあ げうるもので 

あ ることは多くの 実践により立証されている。 古典を理解する 基礎を養うためには ，作品の文 

体や，調子，表現などに 慣れさせることが 大切であ る。 古典教材の原文 tc 直接ふれ，日本語の 

豊かさ，美しさを 理解させたい。 古典教材の原文の 意味や表現，リズム ， 宰 きなどに配慮して 

指導を行かたい。 

(2) 古典の学習事項 

中学校の古典学習は ，原文 ( 中国古典は書き 下し文 ) を，その意味，リズム・ 辛 きなどに， 

従って滑らかに 朗読する 力 ，及びその 習 債の育成を第一に ，そして古典の 世界に興味・ 関心を 

抱く態度の育成を 第二に重んじたい。 古典の学習は ，人類普遍の 課題や日本人の 意識構造など   
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の 問題を考える 糸口にもなるし ，史実・有職故実などへの 興味は現代社会への 問題意識にもつ 

ながるからであ る。 そして，第三に ，古典における 言語事項を理解しようとする 態度の育成が 

挙げられ，第四に 文学史に対する 興味づけが挙げられる。 

これらをまとめてみると・ 

① 我が国の文化や 伝統について 関心を深める。 

② 古典としての 古文や漢文を 理解する基礎を 養う。   

③ 古典に親しむ 態度を育てる。 

音読などを通して ，文章の内容や 優れた表現を 味わうことができるようにする。 く 音読した 

り ，朗読・ 群誌 したり， 暗 唱したりすることなどを 通して，文章表現や 表現内容を味わせるよ 

うにするということ。 ) 

(3) 中学生と古典 

① 中学生にとって 古典を学習する 意義・効果とは ， 

①自己の生き 方を考えるうえでの 資料とする。 ②広く人間愛・ 人類愛の問題を 考える手が 

かりとする。 ③古代の人々の 生き方・考え 方を知る。 ④古い日本語について 学ぶ。 ⑥過去の 

言語作品についての 知識をもつ。 

② 中学生に古典単元は 何をどこまで 学ばせようとしているのか。 

①古典とはどういうものかを 学ぶ。 ②古代の人々の 生き方・考え 方を知る。 ③日本の言語 

文化 ( 文学 ) の歴史を主要な 作品・作者に 関連して学ぶ。 ④現代語を支える 言語文化の歴史 

について学ぶ。 「学習指導書」総説 編 

(4) 古典で与える 知識・技能 

  ァ 言語事項 

0 語彙・語句 

( 取り立て指導により ) 

o 文法 

( 音読・通釈を 通して ) 

o 音韻 

( 音読・複写を 通して ) 

0 文字・かなづかい 

( 視 写を通して ) 

o 文体 

  ( 音読・ 暗 唱を通して ) 

ィ 文学史的事項   ウ ものの見方，思想 

を
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これだけの指導を (12 ～ 14) 年間時数 X 3 年 二 36@ ～ 42 時間内で乙なさないといけない。 

三年間を通したねらいを 定めて古典学習に 取り組ませる 必要があ る。 教師間の連携が 求めら 

れるだろう。 
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(5) 古典   教材一覧 

学年   年   
年 

  
    

文章 
  年 

空 の う た 

解 説 

随 神無月のころ 春は あ け ぼ の 

  徒 然 草 枕 草 子 

文 

/ 物 蓬莱の玉の枝扇 の 的 
日 

本 語 竹 取 物 語 平 家 物 語 

の 

夏 草   
， 丁 7 - お く の ほ そ 道 

和 さ わ ら び 

歌 新古今和 歌集 

漢 文 故事から生まれた 言葉 漢 詩 の 風 貴 学びて時にこれを 習う 
( 中国古典 ) 唐詩細事韓非子 下 唐 詩 選 論 圭ミ " ⅡⅠ コ 

  

「学習指導書 下 」 
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Ⅳ 授業実践 

]  単元老 古典との出会い 蓬莱の玉の枝 ( 「竹取物語」 ) から 

2  単元の目標 

Ⅲ 初めて学ぶ古典の 世界それが・ 「古典との出会い」であ る。 

(2@ 人間形成の中核としての 古典を学ばせたい。 

(31 古典は現代を 照射する。 つまり。 読み手自身の 心や生き方を 振り返らせる " 

(4) 言語事項は古典へ 分け入る手段であ る。 ( 学習の目的ではない。 ) 

(5) 古典は主体的な 働きかけによって 価値を高める。 一話 一 語を大切に扱い ，その作品の 時代， 

社会に還元して 意味を っ かむことであ る。 

3  教材 観 

「源氏物語」の 紫式部をして「物語の 祖」と言わしめた「竹取物語」は ，現存する日本最古の 

仮名で書かれた 物語であ る " その中から古典の 入門 期 にふさわしい 教材として『 蓬 茉の玉の枝 山 

が取り上げられている。 「竹取物語」を 部分的にではあ るが，原文で 読めるようになっている。 

また現代語訳もあ るので物語の 粗筋もとらえる こ とができる。 小さい頃 読んだ「かぐや 姫」の 

原本としても 親しみをもてるであ ろう " 

冒頭の部分は。 竹 取の翁がかぐや 姫を発見する 場面を取り上げ ， 次にくらもちの 皇子が蓬莱 の 

玉の枝をさがしにいく 話を五人の貴公子の 求婚話の中から 取り上げている " この部分は「 かぐや 

姫 」の話の中より 詳しくなっている。 

「蓬莱の玉の 枝」は何故の 翁 とかぐや姫とくらもちの 皇子の姉者で 構成される物語とくらもち 

の 皇子が語る冒険談の 内容にわかれている。 かぐや姫はなぜ 五人の貴公子の 求婚を拒んだのか ? 

封建社会においては 貴公子たちの 身分の高さや 富は結婚の相手としては 有利に働いたのではない 

だろうか ? しかし，かぐや 姫は求婚者の 真実の心。 誠実さをみようとしている。 

それが五つの 難題に現れているよ う に思える。 くらもちの皇子はその 権 力と富の力， 冗 舌をも 

ってかぐや姫の 難題を解決しようとした。 そこには真心しかぐや 姫の望んでいた 結婚の条件は 満 

たされてはいなかったのであ る。 

  

  最後の場面は 時の最高権 力者， 帝 とのやりとりであ る。 宮中への招き 6C も応じず，中秋の 名月 

の夜，月の都の 迎えとともに 天に昇っていくかぐや 姫を描く。 

清らかなものへの 憧れ ; 羽衣伝説にもつながる 当時の人々の 世界観 ( 海の向こうになにがあ る 

のか，月には 人間が住んでいるのか ) などがうかがえる。 

また，かぐや 姫から帝に渡された 不老不死の薬から ，富士山と呼ぶようになったとの 民間伝承 

の地名起源説も 興味深く感じられる " 不老不死も当時の 人々には永遠の 願いであ ったことがうか 

がえる。 

原文を音読することによって ，一方では情景をイメージとしてとらえ ，他方では文章の 調子や情 

趣なども ィ将 写させたい。 そして，古代人の 豊かな想像力を 十分に楽しませる 方向にもっていきたい。 
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4  題材目標 

0  口語訳を参考にしながら ，原文を通読し ，物語の展開・ 内容のあ らましを理解させる。 

0  古文を繰り返し 朗読し，古典の 中に生きている 人間の現代にも 通ずるさまさまな 姿について 

考えさせる。 

0  古典への関心や 古典への読書意欲をたかめること。 
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5  坪 価 

評価の観点、 

Ⅲ 古典に慣れ，古典に 関心をもったか。 

(2) 古典の物語を 読んで，人物の 心情や情景を 味わうことができたか。 

(3) 古典の中に現代にも 生きている面があ ることや，現代とは 違った面のあ ることを知り ，感想、 

を持つことができたか。 

(4) 音読や朗読を 通して・古文や 漢文の調子に 慣れたか。 

(5) 文語文を味わうことができたか。 

(6) 古典を通じて 古人の生き方や 考え方に触れ ，現代に生きる 自分への考え 方を深めることがで 

きたか。 

く 学習双の評価 ノ 

① 「かぐや姫」について 知っていることを 聞く。 

② ワークプ ック の点検によって 古典への興味・ 関心を調べる。 

く 学習中の評価 ノ 

① 観察やワークシートの   古検によって 調べる。 ( 叶 Ⅱ 6 化ついて 
② 観察や音読評価表を 使って調べる。 (4 Ⅰ 

③ ワークシートのまとめかた ，資料の活用のしかたについて 観察する。 

く 学習後の評価 ノ 

① 授業後の感想などから 古典の学習のしかたを 調べる。 

② ぺ一 バーテストを ォう う。 
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6  全体指導計画 

1 時間日 : ①「竹取物語」について 理解する。 

0 教師の説明 ( 絵本や紙芝居など 身近に接した 経験のあ りそうなものを 使う ) 

0 ビデオ観賞 ( 「平安貴族の 生活」 25 分 ) 

②ビデオをみてわかった こ とを記入 

③冒頭部分を 視 写 する "  ( ワーク 2, 時間がない時は 家庭学習 ) 

2 時間目     ①教師の範読をする。 

( 本時 )  ②それぞれ音読をする。 ( 読み方に指示をあ たえない。 いろいろ疑問が 出るだろう " ) 

③上手に読むための 話し合い "  ( でてきた疑問を 課題に発展させていく。 ) 

④各バループから 出てきた課題をみんなで 考えていく。 

⑤内容を自分なりの 解釈で捉えさせる。 

⑥教科書の現代語釈と 自分の訳とを 比べさせる。 

①グループ内でリ ン 一読みをしたり     ひとり読みをしたりして ， 暗唱 までもっていく。 

3 時間目     ①冒頭部分を 読む ( 全体。 個人 ) 

②原文の言葉の 意味を，訳文と 比べながら，理解させる " 

③ワークシートに 教科書の訳文を 視写させる " 

④ 暗唱 テスト ( 教師ができた 生徒から 暗 唱を聞き，合格不合格をつける " ) 

合格した生徒も 基準を決めて 他の生徒の陪唱を 聞いて，合格不合格をつける。 その時 

間内に出来なかった 生徒は ， 休み時間や昼休み 時間など教師をつかまえてテストを ぅ け 

ていいがね伝える " 時間内に合格する 人数が少ない 場合は， 次 時に ぺ一 バーテストで 合 

否を判断する。 ( こ 乙でも う 1 時間かけて・ 全員 暗 唱させるのもよい ) 

4 時間目     ①現代文求婚話を 読む。 

0 読み取った内容を 五人の貴公子への 五つの難題にわけて 整理させる。 ( ワーク 3) 

②「蓬莱の玉の 枝」の部分の 視 写 ( 原文と訳文 ) 

③「蓬莱の玉の 枝」の部分の 背読 

④歴史的仮名遣いや 古語について 学ぶ 

0 内容を考える。 

⑤グループ内での 読みの練習に 乙も時間のかかるところであ る。 ポイントをおくなら 

も う 1 時間ほしいところであ る " ) 

5 時間目 : ①「蓬莱の玉の 枝」の音読会 (4 人 1 グループでうまく 聞 こ えるように工夫して 読む。 

評価表で聞き 取り方もチェックする。   

②内容を読み 取る " 

③現代語訳の 部分の読み。 

0 「竹取物語」のかぐや 姫の生き万は 現代の私たちにもつながるものがあ るだろうか。 

二課題 ( 主題へとつなげていく。 ) 

発 展 : ⑥印象に残った 場面を絵と文章で 感想を書く "  ( ワーク 5) 

または，映画「竹取物語」を 見せ感想を書かせる " 
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③ 効果的な音読のためには ，年間を通した 段階的な指導が 必要なのを痛切に 感じた。 

(4) 学習課題のたて 方は。 練り方，解決にもっていく 方法ともに，工夫していきたい " 

(2) 感想・意見 

① 導入から展開へ 移る部分に時間がかかりすぎて ，後半の盛り 上がった活動の 時間が短くな 

ったように思う " 

② 音読に入る前に 早口言葉とか ，練習する場を 設けたら   早目に声がドンドンでたのではな 

いか。 

  ③ 教師の語りかけが ，効果的で，平安時代にタイムスリップさせて 雰囲気をつくって 学習に 

取り組ませたのはよかった " 

(3) 指導助言 ( 奥平，諸兄 里 ) 

① 原文を読むことで ，生徒が自ら 内容を捉えていく 過程は，主体的に 学ぶというねらいから 

は，効果的であ った ， 

② 音読の中で言葉をしっかり 捉えながら読むのはいいが。 範読後。 代表で 1 , 2 名の生徒に 

読ませてもよかったのでは。 

③ 古典と現代語の 違いは，音声にして 初めてわかる。 声を出して聞くことによって 古典を読 

み 味わうということは ，大切なことであ る。 

④ 音読の方法で ， 微読 ，黙読， 唇読 ，範読，音読，リレ 一読み，役割読み ，一文読みなど ， 

その時，その 場に応じた読みを 使い分けるようにするといい。 

⑤ 視覚に訴える 意味でも， 今 ，何をやっているのかという 確認の意味でも   OHP を 利 出し 

て ，原文，訳文を 提示して全体で 読んでもよかったのではないか "  ( 教育機器の積極的活用 

を ) 
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V  まとめと今後の 課 屈 

研究のまとめ 

0  聞かれたことは ，答えるが，生徒からの 発問はほとんどない。 

0  発言する場面があ っても，発言できない。 

0  指示されたことはやるが ，それ以上はやらない。 

以上の授業上の 悩みを抱えて ，なんとかして ，生き生きと 生徒が主体的に 活動する授業をしてみ 

たいと考えスタートした 研究所生活だった。 

授業に生徒を 主体的に関わらせるための 工夫として，学習課題の 設定。 古文を身近なものとして 

感じ取らせるための 導入の工夫。 自分なりの内容の 読み取りをねらった 音読。 古文をそらんじて 独 

特の言い回し ，リズム，美しい 響きを掴めるようにとの 暗唱と 授業の中で盛りたくさんのねらいを 

持って臨んだ。 

い ままで，教師か 質問し教師が 説明し，指示を 与え，まとめて い くという授業形態に 慣れてい 

た生徒達は ， 初めの頃 とまどかと不安を 覚えていたよ う であ る " 授業実践を重ねるごとに 徐々に ， 

自分達一人一人，バループの 活動に授業の 進行か任せられているという 自覚を持ってきた。 

しかし，最後までとまどいなから。 なにをするのかわからないまま 授業を終えた 生徒もいたこと 

も 事実であ る。 

こ 乙で成果と課題をまとめてみた   

成果 

Ⅲ 授業に学習㍗ 題を取り入れることにより ，今日の授業のねらいかどの 生徒にもっかめた こと - 

(2) 音読を取り ノ、 れることによって ，授業に参加している ，また自分任りの 読み取りか，必要と 

されているという 明確な意識をもたせられたこと。 

(3) 多様な学習形態をとることにより ，個人的にも 学級全体としても 生き生きと学習活動かでき 

ていた。 

今後の課題 

田 学習課題を生徒とともにつくり ，解決していく 学習の研究を 続けていきたい・ 

(2) 授業形態の中で ，グループ活動の 方法につ ，，へ て実践を通した 研究をしていきたい。 

(3) 音読を取り入れた 授業をより効果的に 進めるためにも 年間を通した 朗読指導計画を 考えてい 

きたい。 

終わりに 

じっくり文献を 読んだり，やってみたい 授業実践のできる 研修期間を与えてくださった 教育委員 

余波 ぴ 教育研究所の 諸先生方に感謝申し 上げます。 教科指導員の 奥平礼子先生にも 深く感謝 い たし 

ます。 また，研究所の 事務の皆様，浦添中学校の 先生方，研究員の 先生方の温かい 思いやりと励ま 

しに心より感謝申し 上げますっ心にゆとりを 持つて過ごすことの 大切さを実感した 四ケ 月でもあ 

りました， 
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